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令和 7 年度幼保連携型認定こども園七つの星幼稚舎事業報告 
 
 

急激な少子高齢化の進行や人口減少、地域におけるつながりの希薄化、社会的孤立や引

きこもり、虐待、生活困窮など、子どもたちを取り巻く社会状況は複雑多様化しています。

社会環境の変化に伴い、保護者のニーズも多様化し、特別な支援が必要な子どもの対応も

ある中、子どもの最善の利益（幸福=ウェルビーイング）を考え、子ども理解と支援に努

めました。園の保育目標である「自分で考え判断し行動出来る子ども」を育むため、モン

テッソーリ教育を実践していますが、「子どもたちがいかなる環境、家庭状況にあっても

分け隔てなく大切にされ、育まれ、笑顔で暮らせる事」という国のこども・子育て政策に

もつながる教育だと思っています。 
手厚さを増す少子化対策にもかかわらず、2024 年の合計特殊出生率は 1.15 であり、今

後も増加は見込め無い。令和 8 年 4 月から誰でも通園制度が新たな給付事業として始まり

ますが、乳幼児期のみならず出生前から学童期までの全ての子どもとその保護者を含めた

支援が今、まさに求められています。 
 
令和 7 年度の重点項目の振り返り 
（1）幼保連携型認定こども園教育保育要領に基づいた教育・保育の展開 
   令和 7 年度も「幼保連携型認定こども園教育保育要領解説」の抄読を朝礼で続けた。

読後感と日々の保育の振り返りを合わせて述べることにより、他の保育者にもこども

理解の視点を触れてもらう機会となった。又、指導計画や、日々の記録からも、その

効果が読み取れる。 
非認知能力とは「目標を決めて取り組む」、「意欲を見せる」、「新しい発見をする」、

「周りの人と円滑なコミュニケーションをとる」といったことですが、非認知能力を

育む教育・保育の実践については、園の目指す子ども像である「自分で考え判断する

こども」、「思いやりと助け合う心を持った子ども」、「何事にも意欲的に取り組む子ど

も」に向け、保護者と連携を密にしながらその育ちを支援し、今後とも、教え込むよ

りも自ら気づき吸収する事を教育・保育の柱としていく。 
 
 

（2）保護者に寄り添う子育て支援の実践 
   個別面談や、連絡帳、園楽（ネット回線を通じた相互連絡）、園便り、クラス便り

などを通じて相互に理解を深め、信頼関係の下でよりよい子育て支援に努めた。 
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（3）人権教育 
     乳幼児期には身近な人たちに大切にされていることを実感できることが必要で

す。しかし、差別や貧困、地域コミュニティからの孤立など、子どもたちを取り

巻く課題が多様化する中で家族や身近な人に受け止められている実感が持てずに

いる子どもたちがいる。こうした子どもたちの人権を大切にするために「自分は

大切に思われている」「自分のことが好き」「一緒に遊ぶことが楽しい」などと感

じられるように、子どもを尊重したかかわりに努めた。 
 
特別保育事業 
① 延長保育事業   ＊（ ）内は前年度 

標準時間の利用 延べ 180 人（847 人） 短時間利用 延べ 154 人（108 人） 
② 一時預り事業    

幼稚園型 延べ 3,505 人（4,667 人） 一般型 延べ 74 人（164 人） 
③ 障害児保育事業 

     ・軽度の発達障害     1 人（1 人） 
      （社会的コミュニケーション症）     

・自閉スペクトラム症   5 人（6 人） 
（注意欠如・多動症） 

   
地域交流事業 
① 世代間交流事業 

地域の高齢者や小学生等との交流 
   ・ 梅野地区や平松地区の敬老会に招かれ参加したり、福祉祭りに参加したりと交

流を図った 
・ 8 月に小学生を招いての「ホームカミングデー」や 3 月の小 6、中 3、高 3 を招

いての「卒業を祝う会」、その他運動会へ招待するなど充実した交流が出来た。 
 

地域子育て支援事業 
① 園庭解放                  91 人  （75 人） 
② 子育て支援センターを活用した子育て支援   435 人（239 人） 

 
 

ボランティア、就業体験受け入れ事業 
①  保育士養成機関実習生受け入れ 

     鹿児島国際大学  3 年生 1 名 令和 8 年 2 月 3 日（火））～17 日（火） 
          宮崎学園短期大学 2 年生 2 名 令和 8 年 2 月 12 日（月）～」2 月 26 日（木） 
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小学校との接続・連携 
①授業参観及び保幼小連絡協議会 

  令和 7 年 7 月 8 日（火）   於：広瀬北小学校 
 ② 広瀬北小学校の 1..2 年生担任教師 9 名視察研修 

令和 7 年 7 月 24 日（水）9 時 30 分～11 時 於：七つの星幼稚舎 
③ 宮崎市保幼小連携・接続推進研修会 

  令和 7 年 8 月 6 日（金）古澤   於：広瀬北小学校 
 ④ 宮崎市保幼少連携 
      令和 8 年 1 月 26 日（月）古澤  於：広北小 
      令和 8 年 1 月 30 日（金）古澤  於：広小 
      令和 8 年 2 月 6 日（金）古澤  於：檍小 
 

＊その他、広瀬北小学校は日々の保育の中でも度々訪問させていただいた。 
 

・「架け橋プログラム」について 
幼稚園・保育園の最高学年として何でもやってきた年長児が、小学校へ就学し

た途端に「何もできない 1 年生」として見られる実情がある。子どもたちの意欲

や肯定感を育むために、「何もできない 1 年生」としてではなく、幼稚園・保育園

からの連続性・一貫性を考え、架け橋プログラムを作成していく必要がある。 
     

教育・保育内容について 
     ・七つの星幼稚舎の保育の柱であるモンテッソーリ教育を月 1 回の園内研修やオ

ンライン・対面研修で深め、教育・保育の質の向上に努めた。 

  ・ マーチング・器楽・和太鼓演奏に取り組んでいる。 

外部講師による年 5 回の音楽指導は音研の佐元貴之講師により計画通りに

実施できた。 

   ・英会話は 3 歳以上児が毎週 1 回・体操教室は 3 歳以上の各年齢が共に月 2 回

外部講師の指導を受けた。英会話・体操教室共に年間 43 回実施 

・お作法（茶道）は園長が月 1 回教授し、エコ活動は担当教諭の下で計画通り

実施した。お作法 12 回  エコ活動 9 回 

（佐伯宗和先生に 3 回お手伝いをいただいた） 
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 職員処遇について 

  働き方改革が叫ばれ始め、職員処遇が法人の大きな課題となっている。 

 週休 2 日制や法律改正による有給休暇取得を達成することが出来た。 

 園内研修、外部講師による研修を実施し職員の資質向上を図った。キャリアア 

ップ研修については、研修機関との日程調整がつかず、受講できないケースがあっ

た。又、管理者の受講が職員の処遇改善に繋がることが分かった。  

職員健診や予防接種の勧奨、検便等、健康管理に努めた。 

全職員を対象に処遇改善Ⅰを、一定の要件を満たした職員に処遇改善Ⅱを、全職員

を対象に処遇改善Ⅲを支給した。 

 

保護者との連携について 

保護者会は自主運営であるが、連絡を密にとりながら、子育ての良きパートナー 

として互いに協力し合った。年に２回実施した保護者の評価について、一部の保護

者に園の保育目標に対する理解が得られていないと思われる回答が今年度もあった。

丁寧な説明を心がけると共に、教育・保育の参観の必要性を感じた。 

 

地域社会との連携 

 幼保連携型認定こども園においては地域の子育て支援を行うことが義務となってい

る。子育て支援センターにおいて毎週水曜日の 10 時から 12 時、訪れた親子が室内

の玩具で遊んだり、園庭の大型遊具等で遊んだりして過ごし、合間には職員が子育

ての困り感の聞き役になったり助言したりした。 

 

 施設整備管理 

  入所児が家庭と同様の雰囲気の中で快適に生活できるよう、又職員の働きやすい 

  環境を整えるため施設整備の充実や保全に努めた。 

     


